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評

『
華
文
俳
句
選
』 

─
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瞬
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詠
む
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短
詩
型
の
実
験

呉
　
衛
峰

　

昨
年
の
秋
、
筆
者
は
本
誌
に
中
国
語
二
行
俳
句
の
実
験
を
紹
介
し
分
析
す
る
論
文
を
投
稿
し
た
。１

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
の
１
２
月
、
実
験

の
結
晶
と
し
て
、『
華
文
俳
句
選
』
が
台
北
で
秀
威
出
版
か
ら
上
梓
さ
れ
た
。

　

本
書
は
洪
郁
芬
（
台
湾
の
女
流
詩
人
、
俳
人
）、
郭
至
卿
（
台
湾
の
女
流
詩
人
）、
趙
紹
球
（
在
台
湾
マ
レ
ー
シ
ア
詩
人
）、
永
田
満
徳
（
日

本
の
俳
人
）、
そ
し
て
筆
者
の
五
人
に
よ
る
共
著
で
あ
る
。
体
裁
と
し
て
は
、
共
著
者
五
人
の
２
０
首
ず
つ
の
二
行
俳
句
が
中
心
に
な
る
が
、

中
国
語
と
日
本
語
の
対
訳
の
形
を
取
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
永
田
の
俳
句
は
日
本
語
で
創
作
さ
れ
た
も
の
が
、
中
国
語
訳
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
の
巻
頭
に
は
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
川
本
皓
嗣
氏
お
よ
び
台
湾
の
著
名
な
日
本
文
学
研
究
家
で
あ
る
林
永
福
氏
に
よ
る
二
つ
の
序

文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
川
本
氏
は
序
文
（
本
書
で
は
中
国
語
訳
の
み
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
）
中
、
俳
句
の
国
際
化
を
紹
介
し
た
の
ち
、
本

書
に
つ
い
て
、

本
書
の
作
者
た
ち
は
、
現
代
中
国
語
で
「
華
文
二
行
俳
句
」
の
創
作
を
試
み
て
い
る
。
季
語
の
あ
る
二
行
書
き
で
、
俳
句
の
「
切
れ
」
と
「
取
り
合
わ
せ
」
を

取
り
入
れ
て
、
五
七
五
の
定
型
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
俳
句
美
学
の
本
質
を
中
国
語
で
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
ら
し
い
。
一
年
間
の
試
行
錯
誤
も
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
創
作
者
と
読
者
が
今
後
、
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
こ
の
果
敢
な
試
み
を
心
か
ら
応
援
す
る
。２

と
著
者
た
ち
を
励
ま
し
て
い
る
。
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序
に
つ
づ
い
て
、
筆
者
が
代
表
と
し
て
華
文
二
行
俳
句
の
規
則
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
前
回
の
論
文
で
す
で
に
紹
介
さ
れ
た
の
で３

、
こ
こ

で
は
割
愛
す
る
。
基
本
は
、
川
本
氏
の
序
に
書
か
れ
た
よ
う
に
、
俳
句
の
「
切
れ
」
と
「
取
り
合
わ
せ
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま

た
、
現
在
と
瞬
間
を
詠
む
こ
と
が
主
眼
と
さ
れ
て
い
る
。

　

五
人
の
俳
句
は
春
夏
秋
冬
の
四
季
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
発
展
を
考
え
て
無
季
俳
句
も
数
首
載
せ
て
い
る
。
そ
の
一
斑
を
伺
う
意

味
で
一
人
一
句
を
紹
介
す
る
。

○
洪
郁
芬
（
秋
）	

夜
夜
重
疊
的
思
慕	
一
夜
ず
つ
重
な
る
思
ひ

楓
初
紅	
薄
紅
葉

	

○
郭
至
卿
（
夏
）	

屋
簷
夏
的
風
鈴	

軒
下
の
風
鈴

午
後
打
瞌
睡
的
老
人	

午
後
居
眠
り
の
老
人

	

○
趙
紹
球
（
無
季
）	

海
口
遲
暮	

港
湾
の
日
暮
れ

情
人
橋
上
眺
望
的
麗
人	

情
人
橋
で
眺
め
る
佳
人

	

○
呉
衛
峰
（
夏
）	
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傍
晚
乘
涼	

夕
涼
み

掰
腕
子
不
輸
給
女
兒	

腕
相
撲
我
が
子
に
負
け
ま
い
ぞ

	

○
永
田
満
徳
（
冬
）	

肌
肉
為
男
人
的
衣
裳	

筋
肉
は
を
の
こ
の
衣
装

寒
祭	

寒
祭

	

対
訳
で
あ
る
の
で
、
も
と
の
句
の
興
趣
は
必
ず
し
も
全
て
日
本
語
に
現
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
二
行
華
文
俳
句
実
験
の
意
味
を
伺
う

に
は
十
分
で
あ
る
。

　

本
書
の
カ
バ
ー
は
広
告
業
界
に
長
年
勤
め
た
趙
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
で
、
う
っ
す
ら
と
し
た
桜
を
背
景
に
枯
山
水
の
石
に
蝶
一
羽
が
留
ま
っ

て
い
る
と
い
う
、
禅
的
瞬
間
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
値
段
は
一
冊
３
０
０
台
湾
ド
ル
で
、
句
集
と
し
て
は
手
頃
で
あ
ろ
う
。
購
入
す
る
に

は
、
台
湾
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
書
店
の
「
博
客
来
」
も
し
く
は
「
三
民
網
路
」
を
利
用
す
る
の
が
一
般
的
で
、
日
本
国
内
で
あ
れ
ば
、
東
京

の
「
東
方
書
店
」
を
通
じ
て
も
入
手
で
き
る
。

　

本
書
が
華
文
二
行
俳
句
の
嚆
矢
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
個
人
句
集
も
し
く
は
共
著
が
次
々
と
世
に
問
わ
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

注
：

１ �「
中
国
語
俳
句
の
可
能
性
─
─
華
文
二
行
俳
句
の
実
験
を
中
心
に
」（「
東
北
公
益
文
科
大
学
総
合
研
究
論
集
」
第
３
５
号
、
２
０
１
８
年

１
２
月
）。
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２ 
『
華
文
俳
句
選
』、
６
頁
。

３ 
「
中
国
語
俳
句
の
可
能
性
」、（
８
）
頁
。




